
１　施設の概要
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３　施設の管理体制
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大鳴門橋架橋記念館（エディ）・・・昭和６０年４月２３日
渦の道・・・平成１２年４月２２日

大鳴門橋架橋記念館(エディ）・・・大鳴門橋の架橋の意義を後世に伝えるとともに、鳴門公園地区の優れた自然を
理解させ、あわせて県の自然、歴史、民俗、産業等の紹介を行うために設置。
渦の道・・・渦潮をはじめとする鳴門公園地区の優れた自然及び大鳴門橋を間近に見学することができるようにする
ために設置。

大鳴門橋架橋記念館（エディ）・・・ＲＣ３階・延床2,651㎡、うず潮劇場２７０ハイビジョンやアドベンチャーシ
ミュレーター「うず丸」、屋上展望台等を有する。
渦の道・・・大鳴門橋橋桁空間に設置された延長４５０ｍの遊歩道、海上４５ｍから渦潮を見下ろすことができる。

正職員 6 嘱託 8 臨時職員 6

平成２５年度　指定管理者運営状況点検・評価シート

指定管理者名
株式会社ネオビエント及び
一般財団法人徳島県観光協会共同企業体

指定期間 平成24年4月1日～平成27年3月31日

対象施設名 県立渦の道及び県立大鳴門橋架橋記念館 施設所在地

施設内容

利用料金等

①徳島県立大鳴門橋架橋記念館の設置及び管理に関する条例第２条各号に掲げる事業の実施に関
する業務
②徳島県立渦の道の設置及び管理に関する条例第２条各号に掲げる事業の実施に関する業務
③大鳴門橋架橋記念館及び渦の道の維持管理に関する業務
④大鳴門橋架橋記念館及び渦の道の利用の許可に関する業務
⑤大鳴門橋架橋記念館及び渦の道の利用料金に関する業務
⑥その他大鳴門橋架橋記念館及び渦の道の管理に関し、知事が必要と認める業務

指定管理者の業務内容

大鳴門橋架橋記念館（エディ）・・・個人（一般６００円、中・高生４００円、小学生２５０円）、団体（２０名以
上）は２割引、
渦の道・・・個人（一般５００円、中・高生４００円、小学生２５０円）、団体（２０名以上）は２割引、うず丸は
別途料金で一般２００円、小・中・高生１００円、
エディと渦の道のセット券・・・一般のみ８８０円

大鳴門橋架橋記念館（エディ）・・・年中無休
渦の道・・・３,６,９,１２月の第２月曜定休

設置年月日

設置目的

施設所管課 にぎわいづくり課 【連絡先】

管理体制

開館日・休館日等

　正職員６名、嘱託８名、臨時職員６名の計２０名
　両施設共通の館長１名、副館長１名のもと、主任、運営チーフをおき、受付や展示解説。
観光案内等の業務は正規職員・嘱託職員等のローテーションで対応している。
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鳴門市鳴門町土佐泊浦字福池

別紙様式１



５　収支の状況

６　コスト削減・サービス向上に関する取組状況

７　自主事業の取組状況
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平成２３年度（前々年度）平成２４年度（前年度）平成２５年度項　目

（単位：千円）
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コスト削減の取組

・イベント造作物の製作や，軽微な修繕について，専門的なもの以外を職員で対応
・イベント，印刷物作成時の協賛依頼
・閉館後，速やかに展示物の主電源を切る
・館内照明をＬＥＤに変更し省電力化を図る
・備品の在庫状況(過不足)を把握
・パンフレットと潮見表を別冊で作成

サービス向上の取組

自主事業取組状況

・大鳴門橋体験ウォークの実施
・年始イベントの実施
・渦の道ギャラリーの活用
・鳴門公園案内チラシ「うずうず散歩道」の作成
・観光ボランティア「鳴門公園コンシェルジュ」
・｢春の渦まつり｣に鳴門ワカメのしゃぶしゃぶを提供
・スタンプラリー等を実施
など
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・渦の見頃時間の掲示（休日の淡路ＳＡ，エディ２箇所）
・両施設における携帯電話充電器の設置
・車いす，ベビーカー，シルバーカー，毛布の貸し出し
・置き傘の設置，貸し出し（エディ、渦の道、鳴門公園駐車場にて回収）
・鳴門公園コンシェルジュ（観光ボランティア）による観光ガイドツアーの実施
・インターネット接続端末の設置による施設利用者の利便性の向上
・ホームページを活用した，イベントや観光ルート等の情報提供
・職員のサービス向上のため各種研修(観光･外国語･危機管理等)を実施
・鳴門公園地域渋滞対策業務として臨時駐車場を設けシャトルバスを運行



８　管理運営業務に係る点検・評価

点　検　結　果

①利用者ニーズの把握・分析と利用促進
　・利用者ニーズの把握
　・利用者ニーズへの対応
　・施設の利用促進

　管理運営業務要求水準書に基づき，専門業者による施設
の保守管理，メンテナンス等を適切に行っている。修繕が
必要となった場合は早急に対応し，事故の発生を防いでい
る。
◎施設備品についても老朽化等により使用不可となったも
のには早急な対応を行っている。

②自主事業
　・計画した自主事業の実施 A

項　　　　　　目 評　価

⑧地域との連携
　・地元団体等との連携

　周辺施設との共通チケットを販売するなど，地元団体と
の連携に努めている。

A

A

　管理運営業務体制報告書記載のとおり，職員が適正に配
置されていることを確認した。研修についても積極的に実
施されている。
　また，両施設の入館報告書等により施設の利用料金が適
切に徴収されていることを確認した。

⑥職員体制
　・職員の労働条件

A

④収支計画
　・収支計画の達成状況
　・コスト削減の状況
　・外部委託の状況

B

　パンフレットと潮見表を別冊で作成，パンフレットの送
付方法の見直しによる通信費の削減等，各種費用について
コスト削減が図られているものの，前年度に引き続き，利
用料金収入は目標額を下回る金額となった。

　事故発生時の緊急連絡体制や，自然災害などのあらゆる
非常事態に備えたマニュアルが整備されている。また，個
人情報の取扱いについても規定を整備し，適正な対応が図
られている。

　年度当初に提出された業務計画書に基づき，自主事業を
実施している。

③適正な維持管理
　・施設の保守管理・修繕
　・年間作業計画に基づく適正な維持管理
　・県備品等の適正な管理

⑤管理運営体制等
　・管理運営業務計画書
　・職員の配置、研修計画
　・諸規程の整備
　・利用料金の徴収、減免
　・モニタリングの実施状況

A

A

A
　管理運営業務体制報告書記載のとおりの職員配置，業務
内容であった。

⑦地域への貢献
　・地元雇用の状況
　・地元企業への業務委託

　職員について積極的に地元雇用が行われている。
　外部委託についても可能な限り県内企業に委託してお
り，地元企業への業務委託が行われている。

⑨安全管理
　・安全管理体制、事故防止体制
　・災害等発生時の対応体制
　・マニュアルの整備、職員教育
　・個人情報保護への適正対応

A

　多言語に対応した定置式アンケートや聴き取りアンケー
ト等により利用者ニーズの把握に努め，アンケートの集計
方法や分析方法を工夫し，意見を反映させている。また，
施設の利用促進のため情報発信を行っている。



〈評価指標〉 Ｓ：協定書の内容や目標を上回る成果があり、優れた管理運営が行われている。
Ａ：概ね協定書の内容どおりの成果があり、適正な管理が行われている。
Ｂ：協定書の内容や目標を下回る項目があり、さらなる工夫や努力が求められる。
Ｃ：管理運営が適正に行われたとは認められず、改善を要する。

※　項目については、事業計画書と整合性をはかる。

９　その他（今後の課題及び対応等）

・大鳴門橋架橋記念館（エディ）は施設リニューアル後１６年，渦の道も施設設置後１４年を経過し，機器の故障をは
じめとして，修繕が必要な状況になってきている。指定管理者との連携を密にして，計画的に修繕を行っていく必要が
ある。
・年々入場者数が減少しているため，さらなる利用促進の誘客活動を行う必要がある。

⑪その他
　・関係法令の遵守状況
　・情報公開請求への対応体制

A 　関係法令を遵守し，適正に管理されている。

総合評価 A

　概ね協定書の内容通りの成果があり，適正な管理が行わ
れている。しかし，徳島県への観光客減少の影響を受け，
前年度に引き続き当初見込みを下回る結果となったが，外
国人ツアーへのセールスを行った結果，台湾をはじめとし
た海外からの観光客が大幅に増加している。

⑩環境への配慮
　・環境対策の状況

A
　エコアクション２１に基づく取り組みや，環境イベン
ト，環境研修を実施するなど，環境対策が実施されてい
る。

項　　　　　　目 評　価 点　検　結　果


